
20 ｜ ChiReKo  2023 年度２学期号

上記の通説に対して根本的な批判を行ったのが立荘論
である。立荘論では、寄進は立荘のための一契機にすぎ
ないとして、王家（院・女院）や摂関家らが国衙に命じ
て能動的に行う「立荘（立券荘号）※２」の過程を重視する。
院政期に王家や摂関家が主導して、集落や山野河海など
を含む一定の領域を、国司の合意を得て、国衙支配から
独立した形で領域型荘園が成立する。立荘論では、領域
型荘園は中世荘園の典型例と考える。

ここでは従来の「下からの寄進」に対抗する形で「上か
らの立荘」を定位するのではないことに留意したい※３。荘
園領主側の能動的な「立荘」と、都

と
鄙
ひ

双方に活動を展開
し中央政界で人間関係を持った存在による私領の「寄進」
という、双方のつながりに着目して考えていく必要がある。
中世荘園としてどの事例を扱うか

高校日本史の教科書では、寄進地系荘園の典型例とし
て、肥

ひ
後
ごの

国
くに

鹿
かの

子
こ

木
ぎの

荘
しょう

を事例として扱うことが往々にして
あった。しかし、「鹿子木荘事

こと
書
がき

」とよばれる史料その
ものに、①史料の作成時期が荘園の成立と同時期ではな
く、鎌倉時代後期（永仁年間）であること。②失った預
所職の回復を求める訴訟で提出された史料であり、自身
の権利が強調して書かれていること。③開発領主寿

じゅ
妙
みょう

は
在地領主ではなく、受領を務めるような中央の貴族（中
原氏）出身であること。④文書の事実確認に誤りがある
点（勝

しょう
功
く

徳
どく

院
いん

は叡
えい

子
し

内親王の菩提寺であり、高
か

陽
やの

院
いん

のも
のではない）、などが指摘されている。その点から、鹿
子木荘を事例として扱うことが見直されている。

鹿子木荘に代わる事例として、上
こうずけの

野国
くに

新
にっ

田
たの

荘
しょう

の事例が
好例である。天仁元（1108）年の浅間山の大噴火によっ
て荒廃した土地を、源義重が復興（再開発）し私領化し
た。その後、中央貴族の藤原忠雅に寄進し、忠雅から金
剛心院（鳥羽院御願寺）に寄進され、金剛心院領新田荘
が成立した（ 資料１  ）。その際に、源義重は新田荘の
下司に任じられ在地での勢力を拡大させた。一方で、都
においては藤原忠雅との関係を深め、広範にわたる在京
活動を展開した。都鄙双方に活動を展開した源義重の動

１ はじめに

荘園というと、教員からは「教えづらい」、生徒から
は「よく分からない」という感想をしばしば聞くが、た
しかに筆者自身も悩みが絶えない分野である。

そもそも中世の枠組みは荘園制を基礎として封建制・
分権性を特徴づけるものであり、中世を理解するために
は荘園制への理解は必要不可欠である。近年では政治史
的視座からの荘園制の成立の再検討が迫られており、そ
れらは立荘論とよばれる。荘園史研究の枠組みを超えて
中世全体を再考する理論として注目されている。

概説書が発刊されたり、歴史系雑誌での特集記事が掲
載されたり※１、「日本史探究」の教科書においても、立
荘や領域型荘園などの新しい学術用語を掲載し、荘園の
成立について説明する教科書が増えたりしている。荘園
をめぐる歴史教育の現状は変化しつつあるといえる。

本実践では立荘論をどのように授業で取り上げ、どの
ように教えるのか試案を提示する。その際に、『図説 日
本史通覧』（以下、『通覧』）を活用しながら、新科目「日
本史探究」の「中世への転換と歴史的環境」における、
中世荘園の位置づけを模索し、立荘論の観点から授業実
践を紹介する。

２「寄進地系荘園論」と「立荘論」
立荘論とは何か

元来、古代の律令制が変容するなかで、在地領主によっ
て形成される封建制社会への萌芽として荘園を位置づけ
ていた。在地領主による開発所領が国司に収公されない
ように、貴族に寄進することで荘園は成立する。そして
その貴族は、より上位の貴族や皇族の庇護を仰ぐように
なる。いわゆる「下からの寄進」によって寄進地系荘園
が成立すると理解された（寄進地系荘園論）。このよう
な開発領主の成長や発展が封建制社会を形成する原動力
となったとされ、教科書においても、寄進地系荘園は院
政の成立前に取り上げられていた。

中世荘園の立荘を授業でどのように扱うか
―「時代の転換と歴史的環境」への位置づけ―

授業研究日本史

千葉県立津田沼高等学校 佐藤 克彦（さとう・かつひこ）
－使用教材－
『図説 日本史通覧』
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向に着目すると、院政期における都鄙のつながりを可視
化できるという点で、新田荘の事例は領域型荘園の形成
を示す好例といえる※４。

３「日本史Ｂ」と「日本史探究」の
科目の特性の違い

さて、「日本史Ｂ」では、大項目ごとに「歴史と資料」、「歴
史の解釈」、「歴史の説明」、「歴史の論述」が順に示され、
技能や思考力などを段階的に育成する構成をとっていた。

今回の学習指導要領の改訂では、必履修科目「歴史総
合」において、思考力・判断力・表現力などの育成や 

「歴史の学び方」についての習得が図られていることを
踏まえ、「日本史探究」では、学習の全般にわたって 

「歴史の解釈、説明、論述」などの学習活動を繰り返し
行うとされた。そして習得した知識、概念の深い理解、
思考力・判断力・表現力等の育成を一層図ることとして
いる。よって各大項目Ａ～Ｄの中項目（３）では、事象
の意味や意義、関係性を考察し、諸事象の解釈や歴史の
画期を表現する学習活動の充実が求められる。
「歴史の解釈、説明、論述」を充実させるためには、

単元や内容のまとまりを重視した学習の展開が重要であ
る。中項目（１）では、前時代からの時代の転換を扱い、
生徒が時代の特色を探究するための筋道や学習の方向性
を導く「時代を通観する問い」を表現する。その後、中
項目（２）では、「時代を通観する問い」を成長させ、（３）
の学習への見通しを立てて探究的な学びに向かうための
仮説を表現する。中項目（３）では、内容のまとまりご
とに小項目を形成し、主題を踏まえた考察と理解を通し

て、「歴史の解釈、説明、論述」を行う学習が展開される。
大項目 D（４）では「現代の日本の課題の探究」として、
それまでつちかった資質・能力を生かして、現代の日本
の課題の形成に関わる歴史と展望を表現する。

以上のように、「日本史探究」の授業は主題や問いを
中心に構成されている。そして、各校においては学校や
生徒の実態に応じて、適切な主題や問いを立てて学習す
ることが求められている。

４「中世への転換と歴史的環境」に
おける中世荘園

中項目（１）「〇〇への転換と歴史的環境」は、対外
的な環境の変化や国内の諸状況の変化などを扱い、前の
時代を踏まえながら、時代の特色を探究するための筋道
や学習の方向性を理解し、「時代を通観する問い」を表
現する単元である。

大項目Ｂ「中世の日本と世界」の中項目（１）「中世へ
の転換と歴史的環境」では、「貴族政治の変容と武士の政
治進出、土地支配の変容などを基に、権力の主体の変化、
東アジアとの関わりなどに着目して、古代から中世の国家・
社会の変容を多面的・多角的に考察し、古代から中世へ
の時代の転換を理解する」学習を展開する（ 資料２  ）。

本単元では、古代から中世への転換に着目して指導す
ることで、生徒が「時代を通観する問い」を表現し、中
世の時代の特色を探究するための筋道や学習の方向性を
導くことができるように指導したい。筆者は、「時代を
通観する問い」は、単元のまとめの学習と位置づけた。「時
代を通観する問い」を表現するための準備として、荘園

資料１ 『図説 日本史通覧』p.94

資料２ 「日本史探究」大項目Ｂ（１）の内容の整理※５

学習の対象 ① 貴族政治の変容と武士の政治進出
② 土地支配の変容
－－を基に

主題の設定 （ア）権力の主体の変化、東アジアとの
 関わりなど

（イ）時代の転換
－－に着目して主題を設定し

－－を比較したり、相互に関連づけたり視点や方法

思考・判断・表現 （ア）古代から中世の国家・社会の変容
（イ）中世の特色について
－－を多面的・多角的に考察し、（時代を
通観する問いを）表現することを通して

理解 古代から中世への時代の転換

－－を理解すること
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 ③領域型荘園の構造と上
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の成立 御
ご

願
がん

寺
じ

の造営と
維持のための財源として鳥

と

羽
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院
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の近臣が姻
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関係にあった開
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に私領を寄進させ，その寄進地をはるかに越える山
さん

野
や

河
か

海
かい

を含んだ一郡規模の荘園として新田荘を立
りっ

荘
しょう

した。寄進
主義重は見返りとして広大な荘園の荘

しょう

官
かん

の権利を獲得した。

領域型荘園
（本格的な寄進地系荘園）

上野国新田荘の例(1154～57の間に成立 )

荘民

寄進
得分納入 保護

保護

源（新田）義重（開発領主）  
源義家の子 義国の子，新田氏の初代

金剛心院 (1154 完成 )
鳥羽院の御願寺（皇室の私寺）

藤原忠雅（鳥羽院の近臣）
正三位・中納言・左衛門督（当時の地位）

「新田荘」立荘（新田郡の全域
を領域とする領域型荘園）寄進

寄進 1157 義重を下司に任命

管理年貢納入

寄進
年貢の一部納入

開
発
1108 浅間山噴火の降灰で｢空閑の郷々   ｣に。
義国らが一部を再開発し｢私領｣として確保

本家
皇族・大寺社・摂関家

＊

＊2

せっかん け

領家
貴族・寺社

＊
りょう け

みなもとの よししげ

こんごうしんいん

き しん ち けい

ご がん じと ば いん

ふじわらのただまさ

さ え もんのかみちゅう な ごん

ねん ぐ

こ かん さとざと

ほんじょ

しょうかん
＊ 本家・領家とも在京領主。荘官が現地を支配する。荘官を直接指揮して行政・司
法を行う在京領主を本所とよぶ。＊2 荒廃した土地。

p.96,123荘官（下司･公文など）
開発領主

しょうかん

かいはつりょうしゅ

げ し く もん
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を題材として古代から中世への転換と、中世社会の特徴
をとらえることをねらいとする。ここでは古代荘園（初
期荘園）と中世荘園（領域型荘園）の荘園絵図を景観と
いう観点から比較する。荘域や領主と人民との関係など
に着目して、両者の相違点から時代の転換をとらえたい。
また、なぜ院政期が中世荘園の形成の契機となったのか
について、史資料を基に考察する。

５ 授業実践−中世荘園って
古代荘園と何が違うの？−

本時は古代荘園（初期荘園）と中世荘園（領域型荘園）
の荘園絵図の比較を通して、古代から中世への時代の転
換・時代の特徴を理解することを目標とする。

その際に『通覧』を活用した。『通覧』の巻頭特集では、
「歴史的な見方・考え方」を働かせながら史資料を読解
できるように「日本史探究」の学び方を提示している。
史資料の読み解き演習として「読み解き演習② 絵図資料 
１  院政の時代の荘園絵図を読み解いてみよう」（巻頭11）
があり、中世荘園として有名な紀

き
伊
いの

国
くに

桛
かせ

田
だの

荘
しょう

の荘園絵図
とその資料作成の背景となる桛田荘の略年表が掲載され

ている。また、SKILL  として読み解きの視点を提示し
ていたり、STEP １～２では読み解きのための問いも
置かれたりしているため、授業でも生徒の自主学習でも
史資料を活用する能力を高めることができる。さらに、
資料集 Web サポートでは準拠ワークシートも用意され
ているので有効に活用したい（ 資料３  ）。
『通覧』を活用することで、以下３つの点で生徒の資質・

能力が向上するといえる。第一に荘園絵図に関する読み
解きの視点（SKILL）を獲得させ、史資料の活用能力を
向上させる。第二に、桛田荘に関してその特徴と内容が
簡潔にまとめられているため、桛田荘において荘園絵図
を作成した目的への理解を深めることができる。第三に、
荘園絵図の史料読解の学習を通して、中世荘園の特徴を
とらえることができる。

授業では、４人１組のグループを編成して、グループ
ごとに、絵図資料を見ながらワークシート Q1「記載さ
れている４つの荘園名を□で囲んでみよう」、Q2「全
体のようす」「荘園のようす」「その他、気づいたことを
指摘してみよう」にそれぞれ記入させた。この学習を通
して桛田荘とその周辺の地理的な関係、荘園における景
観への理解を深めることができた。クラス全体で Q1、
Q2 の解答を確認したあとは、「牓

ぼう
示
じ

」の意味を考える
時間とした。「牓示」に着目させるために Q3 の問い「こ

の絵図には、荘園と荘園との境界争いの際に作成された
とする解釈もある。この説の立場から、絵図が境界争い
のなかで作成されたと主張する場合、絵図中のどのよう
な点が根拠になるだろうか。（中略）根拠になりうるこ
とをあげてみよう」（下線部は筆者による）を生徒に投
げかけた。生徒は牓示が荘域を示すことはすぐに理解し
たが、それを無批判に “ それがあたかも真実かのように ”
受容してしまった節があった。

そこで、筆者が「再度 Q3 の問いの下線部に着目して
みてほしい」と問い直し、牓示の置かれ方をとらえ直し
た。すると、「すべての牓示が川の対岸に置かれている」
ことに気付く生徒が出てきた。一定の領域を含んでいるこ
と、荘園経営にあたり水の利権が重要である（そもそも本
史料が水利権を主張するために作成された史料である可
能性も指摘されている）ことに気付かせることができた。

次に、中世荘園の特徴をよりつかむために古代荘園と
の比較を行った。『通覧』p.71 には、古代荘園の絵図とし
て越

えち
前
ぜんの

国
くに

道
ち

守
もりの

荘
しょう

絵図の地割が掲載されている。生徒はこ
の編集された資料を活用し、「古代荘園と中世荘園との共
通点と相違点を探してみよう」という問いに取り組んだ。
生徒からは、「家や道や川などがあるから共通点ばかり見
つかる」といった発言が多く見られたが、「荘域に着目す
るとどのような違いがあるだろう？」と問うと、「古代荘
園では耕地を荘園と言っているのに対して、中世荘園は集
落全体である」という鋭い発言が飛び出し、古代荘園は

帝国書院発行『図説 日本史通覧』巻頭「特集 読み解き演習② 絵図資料」準拠ワ クシ ト
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資料１の荘園のようすを読み解いてみよう。空欄（ ）には該当することばを記入しよう。

�この絵図には，荘園と荘園との境界争いの際に作成されたとする解釈もある。この説の立場から，絵図が境界争いのなか
で作成されたと主張する場合，絵図中のどのような点が根拠になるだろうか。資料２やＱ２(6)の作業結果，本体�巻頭7
の「境界争いと荘園」を参考にして，根拠になりうることをあげてみよう。
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絵図 �桛田荘の歴史
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巻頭 11 12このワークシートは，『図説 日本史通覧』 の「特集 読み解き演習② 絵図資料」に対応しています。同ペー
ジを参照しながら，次の問いかけに答えてみましょう。
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1183 �後白河法皇が桛田荘を
神
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護
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寺
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に寄進する

1184 �桛田荘を神護寺領と認
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しず

川
かわの

荘
しょう

との間
で境界をめぐる争いが
起こる
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�資料１の絵図には，
４つの荘園の名前が

記されている。絵図

から選んで，それぞ

れの荘園の名前を□

で囲んでみよう。

Ｑ１

⑴�Ｑ１の荘園名のうち，絵図の中央の部分に記されているのは �である。

⑵�①の荘園名の南側には と記された道が東西に走っている。

⑶�②の道の南側には，大河の が東西に流れ，その支流の が

����の荘園の東側で③の川に合流している。

⑷�①の荘園名が記された周囲には， とみられる格
こう

子
し

状の記号が描かれている。

⑸�その周囲には，家屋がまとまった集落が４か所みえる。集落をすべて〇で囲んでみよう。また，それぞれ何

��軒の家屋が見えるか，西側から順に数えよう。➡

⑹��荘園の境界を示す牓
ぼう

示
じ

が，❶～❺の５か所に示されている。牓示を の二重線で結んでみよう。

⑺��⑹で示した 線の内側は，何の範囲を示しているだろうか。➡

軒・軒・ 軒軒・

⑻��その他，気づいたことを指摘してみよう。
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静川

桛田庄（荘）

名手庄(荘)

７ ５ ６ ５

（例）牓示❶～❸が静川の流れの対岸に置かれており，静川の水を利用する際に桛田荘側
が有利。牓示❺が，紀ノ川よりもかなり志富田荘側に飛び出している。など

・桛田荘の荘園名の東側には，仏をまつる堂 (仏堂 )と八幡神をまつる八幡堂が描かれている。
・桛田荘の荘園名の北には，「大豆田中山」の地名が記されている。など

大道

田畑

紀伊川(紀ノ川)

桛田荘の荘園の範囲

静
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川
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❸

❺

資料３ 『図説 日本史通覧』準拠ワークシート

部分サンプル
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耕地を単位としていたのに対して、中世荘園では集落や
山野河海をも含む一定の領域を含んでいること、それら
の荘園を「領域型荘園」と呼称していることを説明した。

授業の後半では、「どの時期に」、「誰が」中世荘園を
形成したのかを考えた。まず、時期については「能登国
における荘園の成立」※６を表した表と、『通覧』p.94 の

「１  荘園の類型と荘園整理令」および「Ａ  代表的な荘
園整理令」の図表を活用した。
「能登国における荘園の成立」の表では、12 世紀前半

以降に荘園数・面積ともに急増することを読み取らせた。
そして、この間に延久の荘園整理令が出されていること、
および院政が始まっていることを確認させた。そして、

「延久の荘園整理令と以前の整理令との違いは何か？」、
「なぜ中央政府による強力な荘園整理（延久の荘園整理
令）にもかかわらず、荘園の再編を引き起こし、領域型
荘園化が加速したのだろうか？」という問いに対して、
生徒はグループごとに、『通覧』を活用しながら回答を
ワークシートにまとめた。

最後に、立荘に関する主体についてであるが、「紀
き

伊
いの

国
くに

那
な

賀
かの

郡
ぐん

神
こう

野
の

真
ま

国
くにの

荘
しょう

」の立荘に関する史料（大意）を使
用した。なお、この史料は令和３年度大学入学共通テス
ト「日本史Ｂ」に出題された史料である。

史料 「紀伊国那賀郡神野真国荘」の立荘に関する史料（大意）
紀伊国留

る
守
す
所
どころ
が、那

な
賀
かの
郡
ぐん
司
じ
に符

ふ
す

このたび院庁下文のとおり、院の使者と共に荘園の境界を定
めて牓

ぼう
示
じ
を打ち、山間部に神

こう
野
の
真
ま
国
くにの
荘
しょう
を立券し、紀伊国衙に報

告すること。康治二（1143）年二月十六日

筆者は「実際に荘園の成立は誰の立ち合いの下で行わ
れたか？」、「実際に国衙に荘園の成立を申請しているの
は誰か？」と発問した。生徒は複雑な人間関係に困惑し
ながら読解していたが、「院庁下文」に着目することがで
き、院が作成した院庁下文が出されて、受領（国衙）に
立券が命じられ、院の使者ら立ち合いの下、境界が画定
されたことを指摘できた。生徒は、天皇や院は荘園整理
を行う側であると予想していたため、院が荘園を成立さ
せようとしていることに驚いているようであった。

以上のような授業を通して、古代荘園と中世荘園との
相違点に着目させながら、中世荘園の特徴をつかませる
ことができた。中世荘園の成立にあたっては、延久の荘
園整理令が契機であること、院などの上位権力が荘園を
立荘させていたことを理解させることができた。

なお、次の授業では、渋澤（2023）※７の実践を参考
に上野国新田荘を取り上げた。本時では取り扱いきれな

かった寄進に着目して、都と地方との関係を立荘と寄進
をキーワードとして生徒に理解させた。

６ まとめ

最後に「日本史Ｂ」から「日本史探究」への科目の変
化に基づく授業づくりのポイントについて私見を述べる。

第一に「日本史探究」の科目の特性を生かした授業の
充実が求められる。「日本史探究」では、「時代を通観す
る問い→仮説→主題を踏まえた考察と理解（「歴史の解
釈、説明、論述」）」という学び方がパッケージ化されて
いる。授業者は「日本史探究」という科目が「歴史の解釈、
説明、論述」をする科目であるという特性を考え、生徒
の資質・能力の向上を図る授業内容を考案したい。

第二に、資料を活用する学習においては、「歴史総合」
で身につけた歴史の学び方を生かして、史料の内容を真
に受けるのではなく、史料に内在する作成者の意図に留
意するなど史料批判をしていく必要がある。特に「日本
史探究」では、「地域の遺構や遺物」などから地域の歴
史を読み解く学習も想定されうる。ローカルな在地の史
料を教材化して地域の歴史を読み解く学習を行う際は、
史料が作成された背景や作成目的、史料の作成者、史料
が当時もたらした影響などを授業者が考慮したうえで活
用していきたい。

第三に、学習の対象（コンテンツ）も変化にも対応さ
せたいところだ。前述したように、令和３年度大学入学
共通テスト「日本史Ｂ」において立荘と領域型荘園に関
する出題があった。このように教える側の知のアップ
デートは必須であろう。学び続ける教員としての姿勢は
忘れずに指導に当たりたい。

※１ 伊藤俊一（2021）『荘園』中公新書、鎌倉佐保／木村茂光／高木徳
郎編（2022）『荘園研究の論点と展望 : 中世史を学ぶ人のために』吉川
弘文館、歴史教育者協議会編（2023）『歴史地理教育』2023年２月号

（No.950）などがある。
※２ 私領を含む郡・郷などの領域が荘園に切り替えられ、国衙から年貢

収納権と荘務権が委譲されること。
※３ 鎌倉佐保（2009）『日本中世荘園制成立史論』塙書房
※４ 新田荘の教材化にあたって渋澤拓真氏による先行事例がある。新田

荘立荘に関わる諸史料を活用して、荘園の成立をとらえる優れた授業
実践である。渋澤拓真「中世荘園はどうできたか」歴史教育者協議会編

（2023）『歴史地理教育』2023年２月号（No.950）
※５ 島村圭一／永松靖典編（2021）『問いでつくる歴史総合・日本史探究・

世界史探究』東京法令出版を基に作成
※６ 石井進（1980）「院政時代」『講座日本史２』東京大学出版会
※７ 渋澤拓真「中世荘園はどうできたか」歴史教育者協議会編（2023）『歴

史地理教育』2023年２月号（No.950）

〈参考文献〉
・網野善彦／石井進／稲垣泰彦／永原慶二（1990）『講座日本荘園史５

東北・関東・東海地域の荘園』吉川弘文館
・田中大喜（2015）『新田一族の中世 「武家の棟梁」への道』吉川弘文館
・文部科学省（2018）『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 地理

歴史編』


